
【各セミナー共通（期間・費用・実施方法等】

① 期間／時間 ☞ 2日間、合計10時間 ② 費用／開催人数 ☞ 45,000円（税抜）／人 10名から

③ 実施方法 ☞ 対面又はWeb

【備考】

・ノートPCの持ち込みをお願いします。

・開催日については、都合により変更になる可能性があります。

【お問合せ先】

ジャパンインテグレーション株式会社 営業部 城間 TEL：098-943-9674 Mail：sales@japan-int.com

〒901-2223  沖縄県宜野湾市大山6丁目8番1号 NHオフィスビル 2F

開催日：毎月第４火曜日水曜日 開催日：毎月第２木曜日金曜日

STEP0 情報セキュリティ基礎 STEP1 情報資産の見える化 STEP2 情報セキュリティリスクの見える化

STEP3 情報セキュリティリスクの点検 STEP4 情報セキュリティリスク発生時の対応

講

義

概

要

組織の情報セキュリティ活動の対応状況を点検する

ために求められる内部監査員の力量、実践力を

ISO/IEC27001（ISMS）に基づいて習得する。当研

修を受講することで内部監査員養成研修の修了証を

発行する。

最新の情報セキュリティインシデント事例を学び、実

際にインシデントが発生した際の初動対応及び組織に

求められる対応手順を習得する。

講

義

内

容

1日目 14：00～17：00 3H

①内部監査の原則

②内部監査員に求められる素質、力量

③ISO/IEC27001（ISMS）要求事項等の理解

④内部監査が必要となる状況

1日目 14：00～17：00 3H

①情報セキュリティインシデントの定義

②最新のインシデント事例から学ぶ

③インシデント発生時、対応におけるポイント

 ・IT-BCP観点含め解説

④専門機関等の外部連絡先の特定

2日目 09：00～17：00 7H

①内部監査計画書～報告、是正処置、有効性

 評価の理解

②内部監査計画書～報告書の作成手順

 （サンプル提示）

2日目 09：00～17：00 7H

①インシデント対応手順の理解

②インシデント対応手順、計画の作成手順

 （サンプル提示）

開催日：毎月第１火曜日水曜日 開催日：毎月第２火曜日水曜日 開催日：毎月第３火曜日水曜日

－ 情報セキュリティ内部監査員

養成研修 －

－ 情報セキュリティインシデント

対応研修 －

講

義

内

容

1日目 13：00～18：00 5H

①情報セキュリティ・個人情報保護・

 プライバシー保護について

②用語・定義の理解

③情報資産の理解

④法令・規制、セキュリティ認証規格の認識

⑤テレワーク、クラウド・生成AIセキュリティ

 の重要性（IT-BCP）

1日目 14：00～17：00 3H

①情報セキュリティ基礎知識

 （用語・定義等の理解含む）

②情報セキュリティ最新動向

 （法令・規制含む）

③基本方針に基づいた

 情報セキュリティ運用・管理

③情報資産の理解

1日目 14：00～17：00 3H

①リスクマネジメントの理解

 ・リスクアセスメント手順の習得

2日目 13：00～18：00 5H

①情報セキュリティ最新動向

 （インシデント事例含む）

②経営者に必要な情報セキュリティ責任と

 力量、法令順守

③管理層に求められる情報セキュリティ力量

④従業員に求められる情報セキュリティ力量と

 セキュリティモラル・マナー

⑤基本方針（公開宣言）と運用・管理

2日目 09：00～17：00 7H

①情報資産台帳

 ・情報資産価値（CIA）、脅威、脆弱性の理解

②情報資産台帳の運用手順（サンプル提示）

③現在の情報資産の管理状態から見える

 潜在リスク可能性の把握

④情報セキュリティ対策の計画策定

 ・情報資産の運用・管理の見直し

2日目 09：00～17：00 7H

①リスクアセスメントシートの作成手順

 （サンプル提示）

②リスク対応計画の作成手順

 （サンプル提示）

ジャパンインテグレーション株式会社 情報セキュリティセミナーコース一覧

－ 経営者、管理層、従業員の立場から

情報セキュリティの必要性を学ぶ －

－ 情報資産の運用・管理、脆弱性を

見える化（台帳化）する －

－ 情報資産の「リスク洗い出しと

リスク対策」を習得する －

講

義

概

要

情報セキュリティ、個人情報保護、プライバシー保

護等の情報セキュリティ基本用語及び定義を学び、

最新の情報セキュリティ動向や法令等から、対外的

にも組織に求められる情報セキュリティ対策の重要

性について、経営者、管理層、従業員のそれぞれの

立場から理解を深める。

最新の情報セキュリティ動向や法令・規制を知り、組

織の情報資産を把握し、運用・管理状態と脆弱性の見

える化（台帳化）する手順と、今後求められる情報セ

キュリティ対策の計画策定までを習得する。

STEP1で見える化した情報資産に潜在するリスクと、リ

スクに対応するための対応方法を学び、組織に必要な情

報セキュリティ対策の計画活動までを習得する。
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